
安城市社協基本理念
「住民一人ひとりが主役の福祉のまちづくり」

　体力や筋力を維持するためには、運
動を楽しく継続することが大切です。
体力チェックを行うと、自分自身の現
在の体力を数値で知ることができ、今
後の活動へのやる気にも繋がります。
　定期的に体力チェックをすることで、
変化に早く気づくことができ、普段の
生活を見直すきっかけになります。
　安城市社協では、体操などの運動系
講座だけでなく、体力チェックの方法
や脳トレ・工作などの文化系講座、料
理講座など、介護予防に関するさまざ
まな事業を行っておりますので、ぜひ
ご相談ください。

問い合わせ先 介護予防係 ☎77-7896

自宅でできる体力チェック～開眼片足立ち～

15秒未満の場合、転倒
リスクが高くなります。
※運動器不安定症の診
　断基準より
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握力測定 着座体前屈 立ち上がり

①両手を腰に当て、片足を５㎝程度上に上げる。
②片足立ちの持続時間を測定する。

・滑らない床で実施する。
・計測時、周りには物を置
 かない。
・段差や傾斜がある場所を
 避ける。

注 意
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会長就任あいさつ・役員紹介特 集特 集

編集と発行／
社会福祉法人  安城市社会福祉協議会

安城市社協介護予防
チャンネル（YouTube）

安城市社協
ウェブサイト
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収入

その他の収入
2億739万円
(15.2％)

その他の収入
2億739万円
(15.2％) 市補助金

3億5,921万円
(26.3％)

市受託金・市負担金
6億3,301万円
(46.4％)

県社協受託金
1,111万円
(0.8％)

介護保険・障害福祉
サービス等
1億4,227万円
(12.2％)

介護保険・障害福祉
サービス等
1億4,077万円
(10.3％)

会費・寄付金
1,332万円
(1.0％)

決算総額  約１２億7,371万円決算総額  約１3億6,481万円

• 事 業 報 告 •

• 決 算 報 告 •

　安城市のみなさまにおかれましては、日頃か
ら安城市社会福祉協議会の活動にご協力いただ
きまして、誠にありがとうございます。
　さて私こと、この度の役員改選により、引き
続き会長を務めさせていただくことになりまし
た。微力ではございますが、これまでの経験を
活かし、さらなる地域福祉活動の推進と組織の
充実・活性化に努める覚悟でございます。何卒、
よろしくお願い申し上げます。
　令和４年９月の統計によりますと、我が国の
100歳以上の高齢者数は９万人（安城市の100
歳以上人口は57人）を超えたとのことです。世
界を見てもアメリカ、中国、ロシアの指導者は
皆70歳以上です。「60、70は働き盛り」とは、
かつては高齢者への応援メッセージであったの
ですが、今や現実になりました。
　この超高齢社会に向けて、我が国では後期高
齢者医療制度、介護保険制度、地域包括ケアシ
ステム、バリアフリー法、成年後見制度、日常
生活自立支援事業、高齢者虐待防止法など様々

会長就任あいさつ

役 員 紹 介（ 理 事 一 覧 ）

　令和５年６月16日（金）に、理事、監事

の改選がありました。

　同日に理事会を開催し、会長、副会長が選

定されました。引き続き役職員一丸となっ

て、住民一人ひとりが主役のまちづくりを推

進してまいりますので、よろしくお願いいた

します。

会　長　神谷　明文（学識経験者）
副会長　寺田　　覚（町内会長連絡協議会会長）
　〃　　杉浦　正之（民生委員・児童委員協議会会長）
理　事　沓名　俊裕（安城商工会議所会頭）
　〃　　岡本　雅彦（安城市医師会会長）
　〃　　長谷部一夫（ぬくもり福祉会理事長）
　〃　　筒井　広治（ボランティア連絡協議会会長）
　〃　　本田　則（学識経験者）
　〃　　都築　豊彦（学識経験者）
　〃　　近藤　俊也（安城市福祉部長）
常務理事　大岡　久芳（安城市社協事務局長）
監　事　大見　博昭（町内会長連絡協議会副会長）
　〃　　國田　　毅（学識経験者）

（敬称略・カッコ内は選出区分等）
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な法律や制度ができ
ました。
　しかし、実際に制
度を運営し、高齢者
の安心・安全な地域
生活を支えていくに
は、公的サービスだ
けではなく、多様な担い手による支え合い・助
け合う地域社会づくりが必要です。それを主導
して、血の通ったサービスにしていくのが、ま
さに社会福祉法人である社会福祉協議会に課せ
られた使命であり、この目標に向けて活動でき
るよう安城市社協役員、職員一同、努力してゆ
く所存でございます。
　今後も、みなさまの益々のご支援、ご協力を
いただきますようお願い申し上げまして、就任
のご挨拶といたします。

　社会福祉法人 安城市社会福祉協議会

会　長　神谷　明文

　各町内福祉委員会による地域見守り活動への支援を
継続するとともに、地域見守り活動者情報交換会を開
催しました。また、中学校区ごとに設置された生活支
援コーディネーターが、生活支援に特化した社会資源
の情報誌を更新し、生活支援団体同士の情報交換の場
を設けるなどの取り組みを行いました。

①地域見守り活動推進事業の推進と高齢者
　の生活支援体制の強化

③フレイル予防を意識した講座の実施

　高齢者の健康寿命の延伸を目指し、フレイルを予防
する運動や栄養、口腔機能、社会参加をテーマにした
講座や各福祉センターでの「すっきり・しゃっきり健
康教室」を開催しました。また、身近な場所で介護予
防に取り組めるよう町内会などが行う集いの場に体操
講師を派遣し、体操教室の普及を図りました。

②福祉センターでの見守りと相談支援の継続

　福祉センターは、中学校区ごとに設置されている地域に
根付いた施設です。地域福祉の拠点として、住民が相談し
やすい対応を心掛けました。また、見守りが必要だと思わ
れる人を適切な専門機関へつなげるため、日頃から地域の
福祉施設や福祉事業者などとの連携に努めました。

④成年後見支援事業の推進と中核機関事業の受託

　判断能力が不十分な人の権利を守るため、低所得や
身寄りのいない人などの後見人などを法人として受任
しました。また、市から中核機関事業を受託し、制度
の普及や相談支援を通じて成年後見制度の利用促進を
図りました。

支出

啓発活動に
784万円
(0.6％)

共同募金に関することに
1,898万円(1.4％)

高齢者の福祉に
4億2,538万円
(31.1％)

児童の福祉に
2,480万円
(1.9％)

その他の事業に
1億205万円
(7.5％)

障がい者の福祉に
1億7,794万円
(13.0％)

障がい者の福祉に
1億7,794万円
(13.0％)

社協の運営に
4億547万円
(29.7％)

地域福祉の推進に
2億235万円
(14.8％)

令和４年度　
安城市社会福祉協議会事業報告および決算報告

名称（場所） ボランティア相談（社会福祉会館） 弁護士・司法書士による後見制度市民相談 ( 社会福祉会館 )
日　　時 毎週(火)～(土) 午前9時～正午、午後１時～５時 9月9日(土)・27日(水)午後１時30分～３時
対　　象 ボランティア活動をしてみたい人・依頼したい人、団体 市内在住で後見制度の利用を検討している人

予　　約 不要 期間⇒相談日の前々日まで（要予約・先着２名）
受付⇒午前8時30分～午後５時15分

問い合わせ 安城市ボランティアセンター　☎77-2945 生活相談係　☎77-0284

９月の相談窓口

あんじょう 社協だより
         '23 　8/1－ 2 －



収入

その他の収入
2億739万円
(15.2％)

その他の収入
2億739万円
(15.2％) 市補助金

3億5,921万円
(26.3％)

市受託金・市負担金
6億3,301万円
(46.4％)

県社協受託金
1,111万円
(0.8％)

介護保険・障害福祉
サービス等
1億4,227万円
(12.2％)

介護保険・障害福祉
サービス等
1億4,077万円
(10.3％)

会費・寄付金
1,332万円
(1.0％)

決算総額  約１２億7,371万円決算総額  約１3億6,481万円

• 事 業 報 告 •

• 決 算 報 告 •

　安城市のみなさまにおかれましては、日頃か
ら安城市社会福祉協議会の活動にご協力いただ
きまして、誠にありがとうございます。
　さて私こと、この度の役員改選により、引き
続き会長を務めさせていただくことになりまし
た。微力ではございますが、これまでの経験を
活かし、さらなる地域福祉活動の推進と組織の
充実・活性化に努める覚悟でございます。何卒、
よろしくお願い申し上げます。
　令和４年９月の統計によりますと、我が国の
100歳以上の高齢者数は９万人（安城市の100
歳以上人口は57人）を超えたとのことです。世
界を見てもアメリカ、中国、ロシアの指導者は
皆70歳以上です。「60、70は働き盛り」とは、
かつては高齢者への応援メッセージであったの
ですが、今や現実になりました。
　この超高齢社会に向けて、我が国では後期高
齢者医療制度、介護保険制度、地域包括ケアシ
ステム、バリアフリー法、成年後見制度、日常
生活自立支援事業、高齢者虐待防止法など様々

会長就任あいさつ

役 員 紹 介（ 理 事 一 覧 ）

　令和５年６月16日（金）に、理事、監事

の改選がありました。

　同日に理事会を開催し、会長、副会長が選

定されました。引き続き役職員一丸となっ

て、住民一人ひとりが主役のまちづくりを推

進してまいりますので、よろしくお願いいた

します。

会　長　神谷　明文（学識経験者）
副会長　寺田　　覚（町内会長連絡協議会会長）
　〃　　杉浦　正之（民生委員・児童委員協議会会長）
理　事　沓名　俊裕（安城商工会議所会頭）
　〃　　岡本　雅彦（安城市医師会会長）
　〃　　長谷部一夫（ぬくもり福祉会理事長）
　〃　　筒井　広治（ボランティア連絡協議会会長）
　〃　　本田　則（学識経験者）
　〃　　都築　豊彦（学識経験者）
　〃　　近藤　俊也（安城市福祉部長）
常務理事　大岡　久芳（安城市社協事務局長）
監　事　大見　博昭（町内会長連絡協議会副会長）
　〃　　國田　　毅（学識経験者）

（敬称略・カッコ内は選出区分等）
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な法律や制度ができ
ました。
　しかし、実際に制
度を運営し、高齢者
の安心・安全な地域
生活を支えていくに
は、公的サービスだ
けではなく、多様な担い手による支え合い・助
け合う地域社会づくりが必要です。それを主導
して、血の通ったサービスにしていくのが、ま
さに社会福祉法人である社会福祉協議会に課せ
られた使命であり、この目標に向けて活動でき
るよう安城市社協役員、職員一同、努力してゆ
く所存でございます。
　今後も、みなさまの益々のご支援、ご協力を
いただきますようお願い申し上げまして、就任
のご挨拶といたします。

　社会福祉法人 安城市社会福祉協議会

会　長　神谷　明文

　各町内福祉委員会による地域見守り活動への支援を
継続するとともに、地域見守り活動者情報交換会を開
催しました。また、中学校区ごとに設置された生活支
援コーディネーターが、生活支援に特化した社会資源
の情報誌を更新し、生活支援団体同士の情報交換の場
を設けるなどの取り組みを行いました。

①地域見守り活動推進事業の推進と高齢者
　の生活支援体制の強化

③フレイル予防を意識した講座の実施

　高齢者の健康寿命の延伸を目指し、フレイルを予防
する運動や栄養、口腔機能、社会参加をテーマにした
講座や各福祉センターでの「すっきり・しゃっきり健
康教室」を開催しました。また、身近な場所で介護予
防に取り組めるよう町内会などが行う集いの場に体操
講師を派遣し、体操教室の普及を図りました。

②福祉センターでの見守りと相談支援の継続

　福祉センターは、中学校区ごとに設置されている地域に
根付いた施設です。地域福祉の拠点として、住民が相談し
やすい対応を心掛けました。また、見守りが必要だと思わ
れる人を適切な専門機関へつなげるため、日頃から地域の
福祉施設や福祉事業者などとの連携に努めました。

④成年後見支援事業の推進と中核機関事業の受託

　判断能力が不十分な人の権利を守るため、低所得や
身寄りのいない人などの後見人などを法人として受任
しました。また、市から中核機関事業を受託し、制度
の普及や相談支援を通じて成年後見制度の利用促進を
図りました。

支出

啓発活動に
784万円
(0.6％)

共同募金に関することに
1,898万円(1.4％)

高齢者の福祉に
4億2,538万円
(31.1％)

児童の福祉に
2,480万円
(1.9％)

その他の事業に
1億205万円
(7.5％)

障がい者の福祉に
1億7,794万円
(13.0％)

障がい者の福祉に
1億7,794万円
(13.0％)

社協の運営に
4億547万円
(29.7％)

地域福祉の推進に
2億235万円
(14.8％)

令和４年度　
安城市社会福祉協議会事業報告および決算報告

名称（場所） 心配ごと相談 (総合福祉センター) 障害者更生相談（総合福祉センター）
日　　時 毎週(火)～(土) 午後１時30分～4時（19日・23日・30日除く） 9月14日(木) 午後１時～4時（毎月第２木曜日）
対　　象 市内在住の人 市内在住の身体障がいのある人・知的障がいのある人および介護者

予　　約 不要（電話での相談も可） 期間⇒相談日の前々日まで(要予約・先着6名)
受付⇒午前8時30分～午後５時15分

問い合わせ 地域福祉係（総合福祉センター内）　☎77-7889 総合福祉センター　☎77-7888

９月の相談窓口
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         '23 　8/1 　－ 3 －
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日　　時 場　　所

９月１日（金）

午前10時～

11時30分

桜井福祉センター

多目的室４

☎99-7365

９月2日（土）

午後１時30分～

３時30分

西部福祉センター

集会室

☎72-6616

９月８日（金）

午後１時30分～

３時

介護老人保健施設さとまち

ボランティア会議室

☎97-5000

９月８日（金）

午後１時30分～

３時

作野福祉センター

デイルーム

☎72－7570

９月19日（火）

午後１時30分～

３時

明祥福祉センター

集会室

☎92-3641

　歳末応援金（５千円）を支給し
ます。対象となる人は、お申し込
みください。
■対次のいずれかに該当する人
①児童扶養手当受給者
②特別児童扶養手当受給者
※令和５年11月１日現在、受給し
ていること
中学３年生までの子どもを養育す
る人に支給されている「児童手
当」とは異なります。
■申申請書を８月１日（火）午前９
　時から10月21日（土）午後５時
　までに窓口に持参するか、郵送
　してください。
※郵送の場合も10月21日（土）消
　印有効。余裕を持って投函して
　ください。
※申請書欄の振込口座の記入が必
　要です。また、通帳の表紙裏の
　写しを添付してください。
※申請書は社会福祉会館および市
　内福祉センター窓口で配布のほ
　か、安城市社協ウェブサイトか
　らダウンロードもできます。
※募金状況により、内容が変更に
　なることがあります。
■問〒446-0046
　安城市赤松町大北78番地４
　事業係　☎77-2941
　（日・月・祝日は除く）

■申８月５日（土）午前９時から明
　祥福祉センター窓口にて受付
　９時の時点で定員を超えた場合
　は抽選
　電話申し込みは午前10時から。
■問明祥福祉センター（明祥プラザ内）
　☎92-3641

るびあダンス▷碧海共立クリニッ
ク腎友会▷匿名
■ウクライナ人道危機救援金
・㈱デンソー安城製作所部次課長会
■2023年トルコ・シリア地震救援金
・㈱デンソー安城製作所部次課長会

　鉛筆と色鉛筆でデッサンを描き
上げます。初心者大歓迎です。
■日８月22日・29日・９月５日
　（全３回）いずれも火曜日
　午後１時30分～３時
■場明祥プラザ　集会室
■講牧　るみ子氏
■対市内在住の６0歳以上の方
■定10名（先着順）

　みなさまの心温まる善意にお礼
申し上げます。
■善意銀行
（５月分受付順／敬称略）
横山南子ども会役員OB▷ドクタ
ートロン安城ショールーム８８４
店▷西三商業協同組合▷二本木連
合町内会▷中村富士子▷桜井公民
館利用者▷中部福祉センター利用
者▷安城市腎友会▷総合福祉セン
ター利用者▷㈱東海石油▷安祥公
民館利用者▷桜井福祉センター利
用者▷安祥福祉センター利用者▷
作野公民館利用者▷沓名俊裕▷さ

歳末応援金贈呈事業
（赤い羽根共同募金配分事業）

どこでも一人でも楽
しめるデッサン講座

■日期間・日時　■場場所　■内内容　■講講師・指導　■対対象・資格　■定定員・募集人数　■￥費用・受講料等
　■持持ち物　■申申込方法等　■問問い合わせ　■他その他　　※「■対どなたでも　■定特になし　■￥無料」の場合は記載を省略

福祉センターまつりを開催します

会　場 日　時 内　容 問い合わせ先

北部福祉
センター

９月３日（日）
午前９時30分～
午後３時30分

東山中和太鼓演奏、作品展示、事業
所紹介、農作物配付、福祉施設自主
製品販売、バルーンアート、人形
劇、スタンプラリーなど

☎97-5000

中部福祉
センター

９月９日（土）・　
　　10日（日）
午前９時～午後４時

コンサート、芸能発表会、ものづく
り・体験コーナー、作品展示、健康
チェック、福祉施設自主製品販売、
eスポーツ体験など

☎76-0090

作野福祉
センター

９月18日（月・祝）
午前９時～午後４時

和太鼓桜演奏、作品展・活動紹介、さくの
歌合戦＆芸能発表会、ポートレート撮影、
ヘアメイク、香りの湯、福祉施設自主製品
販売、バルーンアート、缶バッチ作りなど

☎72-7570

ご寄付いただきました

介護者のつどい

安城市社協ウェブサイト
https://www.anjo-syakyo.or.jp/～ハートンからのお知らせ～


